
地

球

節
十
替

歩

f
班

四
〇

四
〇

信

濃

中

部

箱

三

配

暦

の

分

類

㈲

本

間

不

二
男

三
､
小

川

屠

(

a

)

統

語

小
判
暦
凝
る
名
稀
は
上
水
内
郡
北
小
川
村
及
び
南
小
川
村
に
於
い
て
木
履
の
暦
序
が
好
-
確
め
得
る
虞
か
ら
採
っ
た

も
の
で
'
木
履
は
凡
そ
二
障
城
主
分
れ
て
頗
-
分
布
す
る
｡
其
の

一
は
甫
小
川
村
高
群
の
西
部
を
貫
い
て
北
々
兼
よ

-
寓

々
酉
に
走
る

1
向
斜
軸
の
両
翼
を
占
め
.p
他
の

一
は
之
れ
ビ
犀
川
大
背
斜
軸
を
距
て
て
主
と
し
て
其
の
南
東
に

分
布
す
る
｡
両
匿
域
に
分
布
す

る
地
暦
の
厨
序
及
び
岩
肇
は
珊
著
し
-
興

り
､
兼
は
多
-
河
口
附
近
の
堆
積
物
と
瓜

は
れ
､
西
は
多
-
浅
海
性
の
堆
積
暦
で
あ
る
｡
二

例
だ
し
て
砂
岩
の
岩
質
を
観
察
す
れ
ば
兼
部
の

一
な
る
帝
木
村
修

奈
良
炭
坑
附
近
の
も
伯
叔
偶
暦
髪

ホ
す
小
磯
混
じ

rElの
厚
き
哲

石
に
し
て
褐
色
を
重
し
顕
微
鏡
下
で
･は
稚
多
量
に
石

英
粒
に
含
み
又
多
量
の
褐
鎖
鎌
が
観
察
さ
れ
る
｡
之
れ
に
反
し
北
安
曇
郡
美
麻
村
千
見
甲
の
棒
の
も
の
は
均
質
な
る

友
繰
色
の
砂
岩
に
し
て
和
斜
長
石
に
富
み
又
多
量
の
方
解
石
が
存
在
す
る
の
を
見
る
､
斯
-
の
如
-
雨
着
の
差
異
は

顕
著
で
あ
る
け
れ
.fJJ
も
其
の
間
に
は
勿
論
中
間
鰻
が
存
在
し
叉
東
部
慣
域
の
北
部
に
は
海
成
相
が
あ

pd
.
南

部
低
域

の
西
端
に
は
陸
成
相
も
あ
っ
て
今
田
の
二
匿
域
が
同
時
に
堆
積
督
時
の
異
な
れ
る
地
州
的
状
況
の
囲
割
を
厳
格
に
示

す
も
の
で
は
t･･b
い
｡
然
し
凡
そ
上
述
の
二
位
域
に
依
っ
て
岩
相
が
精
著
し
-
興
る
の
で
あ
る
か
ら
東
部
の
陸
成
相
を
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iZIJ,

南
小
川
村
花
尾

洋

南
小
川
村
下
市
場
土
尻
川
ノ
中

南
小
川
村
高

麻
中

尾
､
土
k

.川ノ
中

南
小
川
村
小
板
山
'
朽
荷

坊､土尻
川

北
小
川
村
有
山

戸
怯
村
下
柚
木
下
(
柵
暦
)

祁
村
下
孤

山
(和
暦
)

南
小
川
村
殿
様

南
小
川
村
小
板

上
村

山
日
影

翠

石) (地球.策八巻三披q'補充)

日
厚
村
大
原

ベ
ク
リ

日

厚相
橋
本

ノ
北

大
岡
村
中

大
岡
村
安
賀

吏
僻
村
吉
原
西
北

等
井
村
か
ご
田

芋
井
村
池

ノ
年
下

芋
井
村
柳
平

浅
川
村
畑
山

水
田
村
紳
田
匝
東
北
五
〇
〇
米
突

小
内
切
柑
舟
窪

小
田
切
村

栃
久
保

小
田
切
付
探
韓
下
組

小
nTTT
切
付
西
久
保

七
二
各
村
戸
倉
西
方

ノ
揮

発
村
五
十
里
分
教
場

ノ
西

発
村
五
十
里
川
ノ
南
岸

餐
柑
市

ノ
瀬
韓

津
利
村
管
沼

津
和
村
緬
土

津
利
村
西
細
尾

津
和
村
束
釧
尾

南
小
川
村
小
板

山石
原

両
小
川
村
大
久
保
西

ノ
揮

牧板
場北
村村
大差
久切
保大
納
道
中
央

西
北
揮
ノ
申

斧 見 知

Glycimerisminochllens呈S(YOKOYAMA)･
GlycimersyamaSaiiii(YOKOYAM A)･

Barbatia(S二aPharca)amicula(YOKOYAMA).
'ostre-(Crassostrea)gigasTHUNBERG.
pecten(Patinopecten)yessoensisJAYI
pecten(pdtinopecten)tryblumYOKOYAMA･
pecten(chlamys)swiftiturpioulusYOKOYAMA･
AnomialischkeiDAUTZEN王∋ERGetFISCHER.
col･bicula(?)saka'dnsis(MAKIYAMA)･
Miltha(Lucinoma)annulatユ(REEVE).
Feianiellausta(COULD).
Thyasrl(Conchocele)npponicIYABEetNOMURA･
cardium(Cerastoderm)aciiiatumFABRICIUS･
cardium(Laevicardium)angustumYOKOYAMA･
SerripeSSp.
Dosinia(Dosinel三a)angulos等(PHILIPPn･
Dosinia(Dosinisca)japonica(REEVE)4
Dosiniasp.
Macr｡allista(Paradione)pacifica(DILLWYN).
Macr｡=allista(Paradione)brevisiphonata(CARPENTER)･
VenusyokoyamaiMAKIYAMA･
Chione(?)chitanianaYOKOYAMA.
paphia(Ruditapes)cf.philippinarum(ADAMSctREEVE)･
Tellinasp｡
Sangu'no三aria(Nuttal!ina)olivacea(JAY)｡
Sanguinoiaria(NuLtallina)cJ.commoda(YOKOYAMA)･
MactraSulcatal･iaREEVE.
SpisulasachalinensissemmianaLYOKOYAMA)I
spisul_a(Mactromer三S)polyny皿aalLaSkanaDALL･
MyajaponicaJAY.
PanopejaponicaA･ADAMS,
pho7adideacf.penita(CONRAD).

脂 ,r1 -灼Littorivagabrevicula(PHILIPPI).
cerithidealargillierCieolargiiliertiKURODA.
Batillariacu汀lingi(CROSSE).
Thylacodesshinanoensis(YOKOYAMA)･
Turritela(HauSitor)cf.fortilrataSOWERBY･
Natica(Cryptonatica)janthostomaDESHAYES.
polinices(Eu;pira)eoreinianaKURODA･
Fusitrionoregonensis(REDFIELD)･
GyrirteummakiyananurnKURODAI
Chrysodomussp.
Chl･ysOdomusCosKURODA･
AncistrolepisfragilisKURODA･
Buccinums三nanoenseMAK工YAMA.
BuccnunkoyamaiKURODA.
Boreotrophonsolitarius(YOKOYAMA)｡
Tritonaliainornata(RECLUZ)｡
Canceilaria(Narona)(?)sp･
Lorn(?)hommaiKURODA.

胎 見 難TerebrataliakoyamaiMAK‡YAMA･
董 偶J 赦Balanuss:).
l-iT=rll- 乃:P., :･'-lrLLinthianipponica(YOSIII‡WARA).



第 十 一 園 (A)

1細暦政次岩 2柵暦銀塊岩及び熔岩''--

3小川暦上部凝放資 4小川原上部貢岩.砂岩

6小川原上部砂岩硬岩 6小川府下滞京岩.砂岩

7小JTr暦下部砂岩･硬岩 ●牡婿化石

×石衣 井石油及び元始瓦斯

東
筑
摩
郡
の
名
帯
に

因
ん
で

『
東
筑
相
』

だ
呼
び
西
部
の
海
成

相
を
上
水
内
郡
の
名

･J′チ

称
に
酔
ん
で
『
水

内

相
』
bj
呼
ん
で
置
い

た
ら
便
利
で
あ
ら
.LET

ビ
皿

ふ
｡

兼
筑
相
'
水
内
相

を
間
は
す
蘭
木
骨
上

部
に
突
然
磯
岩
及
び

砂
岩
が
増
加
す
る
罫

に
依
っ
て
小
川
骨
が

始
る
の
で
あ
る
が
'
両
者
の
走
行
及
び
傾
斜
に
は
殆
ど
差
異
が
な
い
｡
兼
筑
相
が
兼
部
小
川
暦
分
祁
区
域
の
南
東
部

西
部
置
域
の
苗
'
殊
に
西
部
に
著
し
-
凝
揺
す
る
事
か
ら
判
断
し
て
小
川
暦
堆
積
の
最
跡
に
普
っ
て
今
日
見
る
仝
暦

の
分
布
低
域
の
東
､
南
及
び
西
の
三
方
か
ら
陸
地
が
迫
っ
て
凍
て
今
日
の
境
と
濯
遠
か
ら

ざ
る
朗
に
少
-
ど
も

一
時

海
･:LB
Jが
構
成
さ
れ
た
葦
は
明
ら
か
で
あ
る
｡
小
川
原
基
底
近
-
に
存
在
す
る
褐
炭
鳳
は
砂
泥
を
含
む
事
多
-
又
地
膚

情
状
中
部
節
三
紀
犀
の
分
赦

竺

m
二



第 十 一 回 (B)

節
十
礎

1和暦菜塊恕 2小川暦
3背水暦上部 .4背水暦下部

x石炭

節

叫
観

望

四
二

を
横
切
っ
て
樹
幹
の
埋
る
も
の
等
が
皆
無
な
る
を
見
れ

ば
此
れ
等
の
石
炭
は
流
木
が
河
口
近
-
の
沼
潟
の
如
き

虞
に
堆
積
し
て
鉱
れ
る
も
の
を
考

へ
ら
れ

る

の

で

あ

る
0東

筑
相
雪

寄

る
陸
成
の
小
川
暦
上
部
の
中
程
よ
ト

上
に
は
石
英
安
山
岩
の
噴
出
物
よ
-
成
る
堆
積
暦
が
あ

る
が
水
内
相
中
に
場
末

だ之
れ
を
見
な
い
｡
之
れ
は
水

内
粕
最
上
部
の
分
布
寝
域
が
東
筑
和
の
そ
れ
ビ
可
成
距

っ
て
居
る
轟
も

一
原
因
で
あ
ら
-
が
､
其
の
外
に
此
の

火
山
活
動
が
殆
ざ
陸
に
囲
ま
れ
た
帝
か
な
滞
内
で
起
つ

た
轟
も
其
の
原
因
で
あ
る
ビ
凪
ふ
｡
此
の
火
山
は
陶

々

堂
山
の
禎
輝
石
安
山
岩
の
火
山
の
下
に
あ
っ
た
為
め
ど
陸
上
火
山
に
似
て
唐
花
が
蔑
め
第
四
紀
の
も
の
な
ら

ざ
-
早

の
疑
問
が
抱
か
れ
た
の
で
あ
つ
た
が
植
物
化
石
が
雌
流
さ
れ
た
･jn
多
少
上
述
の
炭
層
が
爽
在
し
た
り
す
か
Jの
下
小
川

暦
ビ
同
時
の
火
山
た
る
事
に
観
わ
が
無
い
｡
叉
安
長
平
の
兼
連
山
地
な
る
大
峯
'
震
於
寺
山
等
の
黒
雲
母
安
山
岩
の

火
山
の
基
底
附
近
に
も
陸
戊
の
磯
岩
だ
互
暦
し
て
石
英
安
山
岩
の
凝
灰
岩
や
角
磯
近
友
岩
の
轡
が
這
入
っ
て
凍
る
Q

此
の
暦
を
小
川
暦
だ
想
定
し
た
る

一
の
重
大
な
る
珊
由
は
賓
に
此
の
耗
次
岩
層
の
存
在
で
あ
っ
て
本
管
は
帝
木
履
下



第 十 二 間

背水暦小川層及柵暦堆横笛勅の催想海岸線

A柵暦堆研笛和の侶想悔浮錬

B小川暦堆椅常軌の侶榔 在岸繰

C 背水暦堆硫笛初の恨恕海洋繰

部
の
流
紋
岩
だ
は
著
し
-
岩
石

聾
的
位
置
を
典
に
し
又
大
峯
等

の
新
し
き
火
山
ま
は
暦
序
撃
的

に
敢
然
固
別
さー
れ
る
の
で
此
虞

.に
木
骨
を
ば
小
川
暦
だ
見
倣
す

に
至
っ
た
の
で
あ
る
｡

之
れ
等
の
火
山
活
動
は
賓
に

此
の
次
に
起
っ
た
州
暦
基
底
の

含
角
閃
石
接
輝
石
安
山
岩
噴
出

の
前
駆
を
t･･bせ
る
も
の
に
し
て

関
々
第
四
紀
の
小
火
山
活
動
も

殆
ど
同

一
地
帯
上
に
市
費
L
構
造
地
質
聾
上
に
捲
き
暗
示
を
輿

へ
て
居
る
の
で
あ
る
｡

北
信
暦
群
総
説
の
僕
に
於
い
て

l
言
せ
る
が
如
-
小
川
暦
堆
積
普
初
の
兼
'
酉
及
び
南
の
海
岸
線
に
依
っ
て
固
ま

る
北
部
信
濃
の
幣
人
は
青
木
暦
堆
積
督
初
の
其
れ
よ
り
は
可
成
ら
狭
-
あ
っ
た
の
で
め
る
｡
然
し
之
れ
を
小
川
暦
に

疏
-
刑
暦
基
底
の
堆
積
暦
に
依
っ
て
知
ら
る
る
常
時
の
海
岸
線

ビ此
校
す
れ
ば
造
か
に
旗
か
-
L
は
極
め
て
別
陳
で

あ
る
｡
又

1
枚
の
地
殻
轡
動
に
於
い
て
欧
州る
が
如
-
小
川
暦
も
陸
地
の
急
速
な
る
隆
起
に
依
っ
て
基
盤
に
厚
い
砂
磯

借
淡
中
部
餅
三
如
暦
の
分
載

望

四

三



第 十 三 園

II .I

筋
十
傘

鋳

1
班

四
四

四
則
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S
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l

1

d

3

4

35
53
P)▲l
er)1-LJ'

o

o

o

0
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0

nリ

0
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0

0

0

ロ

lU

▲o

o

o

o

O

.0

･E?

も

7

8

9

0

-

且

で
)

4

1

一一

.*

､1

-

9
8

7

d
7
6
エ

Ⅰ

小
脚
部
常
水
村
人
田
滞
北
西

H

東
筑
摩
郡
航
鮮
村
･1=･=不
の
非
よ
り
同
村
員
米
東
北
ii
毘
る

m

上
水
内
部
北
小
川
村
耐
難
陶
釆
雪

盲

栄
よ
り
南
小
川
柑

搭
食
橋
の
光
八
十
米
に
至
る

p

枝
物
他
石
も
含
む
暦

A
牡
嘱
他
石
を
含

む
暦

l

貫

岩

4

粒
粒
砂
岩

7
凝
次
質
細
砂
山村

2

砂
資
質
岩

5

砂
碑
栄

8

石
英
安
川
及
政
次
岩

3

砂

岩

9
雄

山村

9

種
籾
安
山
･=k
の
鶴
塊
患

U
O
小
川
暦
上
部

L
O
小
川
原
下
部

質
の
暦
を
作
っ
て
か
ら
は
再
び
徐
々
な
る
沈
降
を
縛
け
多
少
海
面
が
腐
-
な
っ
た
も
の
ど
考

へ
ら
れ
る
｡
且
つ
水
内

相
の
分
布
に
依
っ
て
之
れ
を
判
断
す
れ
ば
最
大
の
由

降
は
犀
川
の
西
側
若
干
距
離

(
高
群
も
池
田
を
連
絡
す
る
線
の

痩
)
の
虞
即
ち
西
側
海
岸
の
沖
に
あ
-
'
州
潜
堆
積
の
時
に
は
何
は
春
蕗
し
た
も
の
で
あ
ら
う
｡

第
十

一
閲
に
掲
げ
た
る
小
川
暦
断
面
園
の
中
閏
は
甚
し
-
不
完
金
L･i
も
の
で
あ
る
が
小
川
層
下
部
の
厚
さ
は
大
髄



に
於
い
て
各
地
に
放
け
る
翼
厚
に
近
し

小
川
官
上
部
の
中
I
t
H
に
は
更
に
二
､
三
]官
兼
を
附
加
す
る
事
が
出
る

も
の
と
考

へ
ら
れ
る
･
而

し
て
其
の

一
般
の
頼
向
と
し
て
は
向
斜
軸
附
近
幕
厚
さ
が
大
で
あ
っ
た
手
車

不
し
て
居
る

斬
る
現
象
は
屡
々
地
質
奉
者
に
依
っ
て
注
意
さ
れ
る
塀
で
あ
っ
て
t
r
同
時
に
堆
積
す
る
地
層
J
に
於
い

て
慮
岩
'
砂

岩
の
如
-
速
に
堆
積
す
る
異
常
は
鞭
績
的
に
堆
積
せ
ざ
る
が
故
に
金
憶
と
し
て
は
如
粒
質
の
岩
石
よ
h
成
る
黒
膚
の

厚
さ
に
及
ば
ず
る
串
が
あ
る
｡

今
小
川
膚
の
水
内
相
及
東
筑
相
の
厚
さ
を
概
潤
す
れ
ば
前
者
は
二
千
米
を
下
ら
ぎ
三

㌔

後
者
-よ
七
'
入
官
米

に
及
ぶ
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡

00

鷺

筑

禰

第 十 四 価

小川甘下林(集光粕)

砂倉(布賞麟群凄井村_ft群舞峰)

僧
濃
中
傷
算
IJT也
雷
の
オ
義

東
銑
相
を
示
す
小
川
膚
下
部
の
膚
序
は
小
寝
邪
青
木
村
池
原
の
牝

ガ
･
良
線
に
至
る
蝶
足
上
に
於
い
て
上
-
札
奏
さ
れ
る
｡
即
J
.捻
本

荷
造

と
別
れ

て雀
都
農
峠
に
向
ひ
坂
各
を
北
に
上
れ
ば
峠
近
-
に
室

.-
て
数
十
糎
の
漸
移
官
を
鮭
て
暗
女
色

の砂
賓
貢
岩
が
鹿
賀
岩
の
叫

ヽ

漢
を
多
数
に
泡
す
る
堅
き
砂
岩
に
突
鉄
拳
化
す
る
を
見
る
.
此
の
混

鍵
砂
岩
中
に
在
る
寝
は
古
生
膚
の
連
発
倉
を
始
め
と
し
砂
潜
'
内
村

膚
妓
色
麓
友
岩
及
び
貢
岩
等
よ
h
鹿

h
'
鷹
々
薯

を
豪
て
輝
き
砂

賃
貫
岩
に
幾
す
る
尊
が
あ
っ
て
其
轟

に
叢
先
箱

に
特
有
な
る
魚
雷
を

』
■

い{
玉



地
･

‥

.球

節
十
懇

第

7
幼

窯

四
六

爽
在
す
る
の
で
あ
る
｡
本
暦
中
の
炭
層
の
数
は
新
に
依
つ
.て
異
-
多
き
は
十
二
､
三
層
に
及
び
少
き
は
四
､
孟

圏
を

算
す
る
の
み
に
し
て
'
各
層
の
厚
さ
は
大
な
る
も
の
も

〇
･八
米
を
超
ゆ
る
こ
E
殆
rr̂j,L･t
-
'
小
L･.
る
は
由

･五
糎
に

過
ぎ
す
加
ふ
る
に
覆
輝
安
山
岩
の
按
鯛
壁
質
を
受
け
ざ
る
も
の
は
其
の
色
褐
色
に
し
て
火
力
三
㌧
四
千
カ
ロ
リ
ー
に

小)1T暦東筑粕下部石炭産地義

(霊笑慧竿讐毎訳 語 譜 讐物)

7
.
小
満
郁
雄
異
相
混
入

二
､
小
船
郭
依
田
村
飯
泊

三
､
小
恨
郡
川
迫
相
身
升

四
､
小
願
邦
薬
効
村
大
林
山

五
､
小
隊
邪
宗
実
相
大
原
山

犬
､
小
粒
邪
菅
水
村
弘
法

七
､
上
田
桁
小
牧

八
､
東
銑
摩
那
本
城
村
大
将

九
㌧
来
銑
廃
部
坂
井
村
修
都
路
岬

十
'
凍
銘
腔
郡
本
城
村
凪
越
峠

十

1
.
釆
銑
摩
郎
本
城
村
立
嘩
北
側

十
二
､
究
銑
摩
那
本
城
村
中
ノ
峠
北
側

十
三
､
北
淡
磨
郡
骨
田
村
岩
非
堂

十
四
､
釆
筑
磨
邪
本

城村
砥
石
緒

十
五
､
米
紙
僻
邪
本
城
柑
盆
坂
附
近

十
大
'
東
筑
摩
邦
本
城
村
倉
庫
搾

十
七
､
東
筑
摩
邪
本
城
付
髭
裁
山
東
側

十
八
'
光
鈍
磨
邪
本
城
村
中
山

叫
砕

十
九
､
湘
戯
摩
郡
本
城
相
席
村

二
十
.
湘
筑
摩
郡
本
城
村
八
木

廿

Z
.
兜
鈍
磨
邪
本
城
柑
竹
ノ
下

廿
こ
､
東
筑
摩
邪
本
城
相
関
度

廿

三
､
苅
筑
僻
郡
粥
北
村
刈
谷
滞

廿
凹
､
東
筑
摩
邦
肺
蹄
村
城
山
南
淡

廿
五
､
釆
銑
腔
郵
船
縦
材
坊
平
の
関
南

廿
六
㌧
釆
筑
牌
即
日
内
村
中
萩
衣

廿
七
､
非
鉄
鍵
郷
日
向
村
構
慮

廿
八
'
釆
鈍
磨
郡
日
向
村
臆
の
南
方

廿
九
､
東
筑
摩
那
日
向
相
同
の
南
方

三
十
､
紫
斑
煙
都
城
北
村
杜

仲

F
'
米
洗
顔
郡
坂
北
村
大
久
保

伸
二
'
凍
筑
腰
部
日
向
村
典
駒
の
田
方

冊
三
､
兜
銑
廓
郡
生
坂
相
殺
切

竹
田
､
沸
銑
磨
都
銀
坂
村
込
地

冊
五
'
非
親
腐
那
放
牧
村
入
山

冊
六
t
.米
銑
燈
郡
生
坂
村
丸
山

.TLt
七
､
宋
銭
摩
部
生
坂
村
-=方
胸
山
附
近

竹
入
､
凍
銑
摩
都
銀
坂
村
池
緒

仰
九
､
定
紋
那
故
郷
村
高
萩

四
十
､
吏
級
那
或
蹴
村
今
盈
高
潮
川
の

四

四
十

1
F
J･f水
内
邸
鬼
無
Ehr村
土
食
入

裾
花
川
附
妃

過
ぎ
や
最
も
よ
-
鼻
質
し
て
畏
異
な
る
も
の
も
､
荷
は
六
千
カ
ロ
リ
ー
を
超
ゆ
る
に
過
ぎ
な
い
が
本
地
方
が
九
州
'
北

海
道
は
も
ど
よ
･C1.常
磐
炭
田
か
ら
も
可
成

-
遠
隔
の
地
に
あ
る
庭
の
地
理
的
還
境
に
因
り
琴

不
せ
る
が
如
-
多
数
の



小川暦発銑柑下部植物血石零 .r /1､防那 ′ト燐.那 上田柿 東銑癖 求洗顔 莱筑磨

:0.〟 .)シ ユ ト′フォ ウイタチ.民税克 村長 秤倣 米■那秤 井村 舵材

(豊 慧 慧賞,iEviTL1,.濯 ぎ,.267) 入.渇ノ北 厨 .及其の上暦 栄暦上部 大野的四方 山崎北方

Acerpseudoplatanus,va土PaucidentataI-IEER

AcersismottdAdHEER ー㌃
･Cal.Pinussp. i

CastaneaⅠ(ubihyiiKOV. ×

･Castaneasp. ○
C''nnambnTlrnHeeri一LESQ. × X

Cinnamonum ScheuchyeriHEER

GraminaeP ×

･FagusdentataHEERT X i

Fagus.Sylvatia,vat.Sieboldi.MAX. 〉く

S-as.atf.bEIrealisMAKⅠN()et.SHIBATA ×

機
知
に
於
い
て

少
量
筏
が
ち
採

掘
や
.れ
つ
つ
あ

る
の
で
あ
る
｡

-

之
等
の
涙
骨

は
我
々
の
地
質

調
査
に
骨

-
顔

る
蚤
宴
な
る
手

掛

･clを
提
轟
す

る
も
の
で
あ
っ

て
殊
に
此
の
炭

層
の
下
よ
り

二

三
暦
或
は
五
六

暦
日
に
出
づ
る

厚
さ
三
'
四
十

糎
前
後
の
情
操

衣
色
挽
岩
中
に

倍
地
中
部
第
三
紀
層
の
分
難

宅

四
七



.地

球

第
十
懲

節

義

宍

IE
r人

は
小
川
層
の
上
下
嗣
盾
を
分
つ
べ
き
牡
婿
化
石
を
多
量
に
含
み
水
内
相
ど
の
封
此
に
封
す
る
重
要
な
る
資
料
を
提
馨

し
て
居
る
｡
洞
時
に
本
暦
の
存
在
は
此
の
石
炭
が
流
木
生
成
な
る
事
を
暗
示
す
る
も
の
で
炭
層
中
に
は
屡
々
於
粕
科

植
物
の
木
幹
木
租
が
砥
化
し
て
暦
面
に
平
行
に
爽
れ
又
砂
泥
の
暦
も
含
ま
れ
て
炭
暦
の
建
国
に
封
す
る
暗
示
を
輿

へ

て
居
る
｡

兼
筑
相
を
量
す
る
小
川
暦
下
部
の
岩
石
は
塵
岩
､
混
礎
砂
岩
'
粗
粒
砂
岩
等
の
租
粒
の
岩
石
を
主
だ
し
各
層
は
屡

々
は
美
し
き
侮
相
を
呈
し
て
急
流
を
な
す
河
川
の
河
口
堆
積
物
ビ
思
惟
す

べ
き
岩
相
賀

寄

る
の
で
あ
る
が
含
牡
輔

化
石
磯
岩
よ
-
上
位
の
地
層
は
秒
岩
及
石
英
安
山
岩
の
凝
次
岩
等
細
粒
蚕
の
岩
石
･ビ
火
山
噴
出
物
と
の
堆
積
暦
だ
t･b

る
O
岩
質
が
斯
-
細
粒
ビ
t.t
る
事
は
本
地
方
が
海
岸
か
ら
遠
ざ
か
-
し
か
或
は
陸
地
の
浸
蝕
作
用
が
進
ん
で
磨
き
平

野
が
構
成
さ
れ
た
か
の
何
れ
か
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
0
然
る
に
凝
次
岩
層
が
兼
筑
相
に
特
有
に
し
て
水
内
相
LI4
き
革

質
及
び
岩
暦
が
爽
在
す
る
革
質
よ
-
判
断
す
る
亡
き
は
東
筑
相
空

重
す
る
小
川
盾
上
部
が
庵
積
せ
る
地
域
の
地
即
的

状
況
に
就
い
て
は
主
だ
し
て
第
二
の
場
令
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
.

小
川
骨
の
上
下
を
国
別
し
得
ざ
る
河
川
の
堆
積
暦
は
安
曇
平
瀬
側
の
山
地
に
見
出
さ
れ
る
事
は
線
誰
に
述
べ
た
迫

り
で
あ
っ
て
此
れ
は
純
然
た
る
陸
成
層
で
あ
る
が
故
に
勿
論
其
の
中
に
は
牡
賊
化
石
昔
も
あ
-
碍
L･t
い
の
で
あ
る
O

(
V
)

水

内

相

水
内
相
を
量
す
る
小
川
原
は
主
だ
し
て
犀
川
西
側
山
地
の
大
向
斜
地
域
に
敬
遠
し
'
青
木
暦
上
部
貢
岩
が
砂
岩
に

移
化
す
る
寮
に
依
っ
て
始
ま
-
屡
磯
岩
を
浪
す
る
も
厚
き
砂
岩
ビ
砂
岩
､
砂
質
貢
岩
の
交
暦
亡
が
反
覆
し
て
堆
積
せ

る
も
の
を
以
っ
て
基
鋼
}J
す
る
の
で
あ
る
｡
水
内
相
は
斯
-
青
木
暦
yJ
全
然
整
各
陶
係
に
あ
ゎ
'
同

1
梅
酒
の
堆
梼



吻

で
は
あ
る
け
れ
'･/)
も
南
方
よ
-
北
方
に
顕
著
な
る
岩
相
の
差
異
を
示
め
し
南
部
程
砂
岩
､
磯
岩
が
多
-
北
部
に
至

る
に
従
っ
て
之
れ
等
の
層
は
次
筋
に
貢
岩
､
況
岩
及
び
砂
岩
等
に
置
き
襖

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡
又
垂
直
的
麺
化
に

就
い
て
之
れ
を
見
れ
ば
下
部
碍
秒
線
質
の
岩
石
が
多
-
上
部
に
至
る
に
従
っ
て
鴨
質
ど
な
-
､
土
尻
川
沿
岸
の
向
斜

軸
附
近
に
於
い
て
は
厚
き
晴
次
色
泥
質
の
貫
岩
ど
な
-
'
前
き
に
尭
筑
相
の
項
に
運

べ
た
る
が
如
-
平
野
に
囲
ま
れ

た
る
泥
海
中
の
堆
積
物
た
る
轟
を
想
像
す
る
に
難
-
な
い
｡

響
き
に
横
山
5
'聾
士
に
依
っ
て
地
球
第
八
強

『
信
濃
図
上
水
内
郡
第
三
紀
化
石
略
報
』
中
に
発
表
さ
れ
た
る
多
数

の
介
化
石
の
大
部
分
は
賓
に
小
川
暦
水
内
相
中
の
累
暦
中
に
産
す
る
も
の
で
あ
る
｡
而
し
て
木
犀
中
に
其
の
後
に
採

集
せ
ら
れ
黒
円
徳
光
氏
の
鑑
定
を
頗
は
し
た
る
も
の
は
第
六
表
に
1祁
す
通
-
で
あ
る
｡
信
濃
凶
第
三
紀
層
の
層
序
調

査
は
小
川
暦
中
の
豊
富
な
る
化
石
の
存
在
ビ
既
述
の
別
所
腎
及
び
膏
木
犀
上
部
の
如
き
均
質
な
る
厚
き
貫
岩
背
の
爽

在
に
依
っ
て
大
い
に
便
利
を
得
て
居
る
の
で
あ
る
｡
熱
か
の
み
な
ら
ず
此
の
豊
富
な
る
化
石
の
種
属
及
び
群
棲
状
態

は
地
質
年
代
ビ
皆
時
の
海
陸
の
地
坪
的
状
況
を
推
察
せ
J
.む
べ
き
貴
重
な
る
質
料
を
提
馨
し
､
今
後
専
門
家
の
研
究

に
依
っ
て
大
い
に
啓
発
せ
ら
る
る
寄
.,J.恩
ふ
｡
班
に
横
山
珊
聾
士
が
漁
期
せ
ら
れ
た
る
虞
に
依
れ
ば
本
累
骨
は
中
新

世
上
部
頃
の
も
の
だ
す
べ

-､
介
瓶
は
寒
流
に
洗
は
れ
た
る
温
帯
地
方
の
江
樫
-こ
棲
む
増
相
性
の
種
類
が
主
な
る
も

の
ど
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
｡
但
し
此
の
中
に
レ
シ
ナ
の
如
き
暖
流
性
の
も
の
も
め
-
1
'
二
淡
水
崖
の
化
石
も
敬

見
さ
れ
て
簡
明
に
困
難
を
戚
す
る
輩
も
あ
る
が
'
其
の
畳
を
考
察
し
て
大
局
を
推
察
す
る
時
は
上
述
の
結
論
に
は
殆

+yJ
旋
ひ
な
き
が
如
-
で
あ
る
｡

小
川
暦
を
上
下
に
介
つ
べ
き
借
株
淡
色
の
捷
岩
は
甚
し
-
大
小
不
同
な
る
馴
鹿
よ
-
成

う
此
の
間
に
牡
伐
化
石
の
･

倍
浪
小
郡
聖
二
紀
厨
の
分
如

実

阿
れ



tJ.一十 五 Gl

/J､JJl暦下部(水内仰).

石火fr砂岩'-(北雀卓耶央淋付
千Jl巾の摺)

爪

.十

懸

節

一
班

託
C
I

五

〇

み
哲
多
立

に
含
む
特
和
な
る
地
皆
を
形
成
L
第
十

三

閲
の
H
に
示

Rリ

す
如
-
之
れ
よ
-
上
に
は
暗
次
色
の
彬
岩
及
び
粥
舛
瓜

岩
又

は
耽

岩
の
立
修
ま
-
成
-
帖
に
+碑
紫
を
.;3
す
る
と
す
る
も

レ
ン
ズ
形
を

t･･bL
で
粥
ち
に
尖
城
し
て
仕
舞
ふ
の
で
あ
る
｡
化
ポ
を
席
す
る
地

府
は
托
し
て

一
で
は
な
-
､
小
川
盾
の
上
下
に
71:-
至
る
広
に
～

る
の
で
あ
る
が
米
だ
各
化
和
樹
の
樹
･t
は
金
-
明
瞭
に
は
さ
れ
て

居
ら
な
い
｡

小
川
相
中
の
永
内
祁
及
び
班
に
託
適
せ
る
甘
木
肘
の
砂
解
斤
川1G

六 五 四 三 二 一 所衣也 北

北 J-_上 上 .LF< 小
安 水 れ 水 野 鮮 ∫,q
虫 F～ 内 内 -rfJ-那 kf
郡 部 郡 部 試 長 叩
Ill,北 ′ト 桟 甘 村 小
蔽 小 FT7川 溢 の
村 川 tlJ寺 控 石
i':a;村 村 97_ 甜ー
地 持 楚 光 一 及
用 ●京 盆 寺 I)i
数 銀

中 瓦節舵也袋(他人

′ト 朝 -1ー!f1!f帝 脊 暦名

川
暦 fG JG 肘 Jd 船

T Jl_t T l{_i .上市'分火八止水十山二二1切

部 布 部 右耳郡 部
?

.疋 瓦 苅:才了冗 瓦 種･な

斬 新 妨 油 斬 新 年氏
A にィ.i
ど 依添
Jt る鎖
斯 ヽヽ._.一′

及
び
凝
.飯
山か
等
に
は
小
泉
の
ポ
油
や
天

然
瓦
斯
を
産
山
す
る
邦
が
知
ら
れ
て
居

る
｡
其
れ
が
産
山
す
る
地
卸
は
背
斜
軸

或
は
断
盾
の
何
れ
か
で
あ
る
か
或
は
両

者
が
何
時
に
起
っ
て
居
る
底
の
地
質
構

造
を
打
つ
も
の
で
主
L･t
る
地
卦
は
拳

-i

の
迫
-
で
あ
る
｡
此
の
申
西
側
地
域
の

も
の
は
北
上
し
て
姫
川
北
側
の
山
地
を

北

々
加
に
造
る
大

新
修
に
沿
ひ

て救
個
所
に
産
し
っ
つ
温
か
に
西
部
城
油
=
に
祉
約
す
る
も
の
ど
隷
想
さ
れ
る
の
で



あ
る
が
I､
姫
川
は
中
晩
に
於
い
て
新
生
代
以
前
の
地
層
に
入
-
､
楽
部
は
頗
-
第
四
紀
火
山
噴
出
物
に
依
っ
て
蔽
は

tb
る
を
以
っ
て
此
の
中
織
地
域
の
地
好
開
窓
は
甚
だ
困
難
で
Iぁ
る
ビ
考

へ
ら
れ
る
｡

甲
t
.称

層

J
小
川
骨
上
部
堆
積
時
代
に
取
筑
摩
郡
北
兼
部
に
避
つ
尭
石
英
安
山
岩
の
噴
出
を
前
編
だ
L
t
其
の
極
盛
時
に
於

い

tJ+は
複
輝
石
安
出

石
が
多
量
に
瞭
出
せ
ら
れ
て
時
代
は
捌
暦
堆
積
期
に
這
入
る
の
で
あ
る
｡
我
々
が
調
査
せ
る
範
囲

頂
に
於
け
る
州
原
分
布
隈
域
は
主
だ
し
て
上
水
内
郡
鋼
材
に
限
ら
れ
て
居
i
'
暦
名
も
従
っ
て
此
度
よ
h
生
じ
先
の

で
あ
る
｡
州
風
基
底
集
塊
岩
の
噴
出
弗
が
前
脳
を
な
せ
･C4石
英
安
山
岩
の
置
域
ビ
異
る
事
は

1
見
異
様
に
も
威
せ
る

が
､
此
の
尊
賓
は
第
四
紀
の
複
輝
石
安
山
岩
ビ
其
の
前
駆
着
た
.･Q
有
其
安
山
岩
の
場
合
に
も
骨
に
観
客
せ
ら
る
る
朗

で
'
其
の
確
か
な

る
班
由
良
不
明
で
あ
る
に
し
て
も
野
外
地
廟

の
覚
猷
に
照
ら
せ
ば
乏
れ
は
普
通
の
状
況
の
如
-
恩

は
れ
る
｡
唯

l
個
の
疑
問
は
豊
山
北
西
部
に
分
布
す
る
集
塊
岩
が
綱
暦
t･言
や
否
や
の
問
題
で
あ
っ
て
､
之
れ
は
東

に
調
査
の
上
確
定
す

べ
き
も
の
と
し
て
今
は
不
関
に
附
し
て
置
-
0

剤
暦
基
底
複
輝
石
安
山
岩
の
括
動
が
海
底
で
行
は
れ
た
事
は
骨
序
を
野
外
に
於
い
て
調
査
し
で
も
叉
寛
異
に
掲
げ

花
成
t..純
然
た
る
火
山
砂
中
に
介
化
石
片
が
混
じ
て
居
る
番
薯
か
ら
観
察
し
て
も
鎗
-
に
明
瞭
で
あ
る
｡
即
ち
小
川

原
上
部
の
泥
栗
貢
岩
の
如
き
海
成
層
の
上
に
直
接
に
集
塊
岩
が
乗
-
又
此
の
集
塊
岩
を
直
接
に
蔽
ふ
て
痩
海
稜
の
介

化
石
を
多
丑
に
戴
す
る
化
石
葦
が
潰
-
の
で
あ
る
｡
但
し
剤
暦
基
塊
岩
及
び
熔
岩
の
亙
暦

の
上

に
凍
る
凝
次
岩
中
に

は
既
述
の
如
-
冷
き
淡
水
の
急
流
中
に
礎
み
た
-
L
な
ら
ん
.}J
汲
想
さ
る
る
介
化
石
が
発
見
さ
る
る
の

一
事
は
収
に

陸
地
が
今
日
の
羽-1事
暦
分
布
置
域
の
兼
'
酔
､
南
方
何
れ
か
の
程
遠
か
ら
ぬ
朗
ま
で
接
近

し
て
衆
て
居
た
雑
を
暗
示
す

信
披
中
部
鈴

三
絶
好
の
牙
叛

空

軍

7



井 十 六 舛

柵雷義矢倉(上水内郷柵村下甑山)

暮
十
●

雷
一義

.豊

玉
三

も
も
の
で
何
州
中
部
地
方
の
睡
他
が

雷

時
飯
に
鹸
巷
濃
ん
で
JQ
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
｡

欄
履
基
底
社
輝
石
安
山
岩
の
活
動
状
況
が
金
-
現
時
の
火
山
U
向
義

に
大
爆
発
に
始
っ
て
多
量
の
集
塊
岩
を
堆
積
L
t
魚
る
後
に
推
算
を
多

量

に味
出
し
'
其
の
間
に
敷
膚
の
集
塊
岩
を
大
在
し
っ
つ
や
が
て
火
山

束
の
み
を
著
し
-
堆
積
せ
る
時
期
に
移
っ
て
行
っ
た
尊
は
長
野
瀬
上
-

西
方
軟
粁
な
る
裾
花
川
峡
谷
を
沸
る
人
の
容
易
に
日
拝
し
得
る
席
で
あ

る
｡
我
々
の
今
EZI驚
期
す
各
席
で
は
声
帯
山
が
此
の
欄
雷
に
曽
も
も
の

で
あ
っ
て
t

t
九
二
六
年
に
貴
行
せ
ら
れ
た
皇

1官
分
の
]
帝
闘
地
質
叫
耽
明
書
中
に
月
島
山
を
第
四
屯
の
火
山
の

意
味
に
解
せ
ら
る
る
如
-
専
か
れ
た
事
は
甚

だ悲
憤
で
あ
っ
た
｡
何
ど
な
れ
ば
此
の
山
頂
附
近
に
許
三
範
の
介
化
石

を
産
す
る
串
は
可
成
舌
-
か
ら
知
ら
れ
た
る
尊
貴
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
｡

欄
骨
を
構
成
す
る
水
成
岩
は
凝
次
質
の
凄
岩
'
砂
岩
'
頁
岩
等
で
あ
っ
て
容
易
に
尖
漬
し

]
層
が
同
じ
厚
さ
A
.ZS

っ

て長
-
牡
績
す
る
串
が
な
い
｡
又
化
石
の
研
究
よ
h
す
る
も
'
共
の
化
石
群
は
岩
磁
位
叉
は
耗
港
位
な
る
事
は
獣

に
横
山
理
孝
士
に
依
っ
て
報
せ
ら
れ
た
虞
で
あ
る
か
ら
t
.其
の
地
質
的
治
具
と
よ
-

]
鼓
す
る
の
で
あ
る
｡
桃
山
理

孝
士
が
海
外
に
出
載
せ
ら
れ
て
か
ら
後
に
採
集
さ
れ
た
る
化
石
は
点
的
徳
米
氏
の
好
意
に
依
っ
て
鑑
定
せ
ら
れ
取
敢

え
ず
本
稿
に
表
示
し
た
の
で
あ
る
が
'
其
の
辞
細
な
る
改
明
は
後
日
改
め
て
拭
み
ら
れ
る
昔
で
あ
る
｡
又
構
鞠
化
石

に
放
い

て長
逝
輔
車
士
今
野
卸
兼
君
を
度
々
頼
-よ
し
並
ふ

て王
に
有
力
な
る
後
境
を
得
た
い
ざ
考
へ

て唐
も
｡

′
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和

暦

の

断
Ⅰl-･⊥

田

園

水
内
那
鬼
軸
靴
柑
峠
匝
光
々
南
五
t
)○
兜
よ
り

戸
隠
柑
中
之
地
湘
方
約
17.叫0
0
栄

にこ
至
る

水
内
郡
小
田
切
村
上
宮
野
粍
北
々
四
よ
り

β
帽
材
下
帝
大
北
方
約
七
〇
O
栄
に
至
る

l

小
川
暦
上
部
京
岩

2

砂
質
式
岩

8

秒
山方
と
砂
質
京
山方
と
の
五
倍

4

磯
山方

5
政
次

質

砂
岩

6

凝
淡
岩

7

政
次
封
塊
塊
出石

8
鵜

塊
山方
及
熔
岩

F

北
石
塀

Ⅴ

飯
靴
山
塊
塊
山方

囲
示
せ
る
断
面
図
に
依
っ
て
州
圏
の
厚
さ
を
見
る
に
化
石
昔
よ
り
上
方
な
る
水
成
岩
背
は
厚
さ
五
百
八
七
九
十
水

成
は
四
百
米
に
し
て
第
四
紀
の
火
山
な
る
飯
細
山
の
集
塊
岩
に
蔽
は
れ
又
下
方
に
は
集
塊
岩
の
厚
さ
が
二
千
五
官
米

或
は
千
六
宵
五
十
兆
に
測
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
之
れ
は
仝
暦
の
傾
斜
を
測
定
し
得
ざ
る
が
故
に
見
掛
上
の
厚
さ
を
掲

げ
た
る
も
の
で
'
傾
斜
を
約
三
十
度
ビ
す
れ
ば
其
の
牛
を
得
る
事
に
な
る
｡
何
れ
に
し
て
も
火
山
中
心
近
-
に
於
け

る
刷
暦
の
厚
さ
は
千
八
百
米
を
下
る
も
の
で
は
な
-
､
殊
に
其
の
上
暦
の
牛
が
飯
純
山
下
に
あ
-"
J
す
れ
ば
二
千
米

の
厚
さ
を
漁
期
す
る
革
は
無
印
で
な
い
ビ
瓜
は
れ
る
O

･

信
地
中
部
節
三
紀
伊
の
分
野

豊

五
三
-


